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序文

財団法人千葉県教育振興財団（文化財センター）は、埋蔵文化財

の調査研究、文化財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭

和49年に設立され、以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その

成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

この度、千葉県教育振興財団調査報告第619集として、千葉県県土

整備部の地方道路交付金委託（東庄町県道旭笹川線歩道整備）に伴っ

て実施した東庄町平山堂内遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びと

なりました。

この調査では、古墳時代や奈良•平安時代の住居跡、中世の溝状

遺構が検出されるなど、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得

られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また郷土の歴史を

理解するための資料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

をはじめとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御

苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成21年 3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長 福 島 義 弘



凡例

1 本書は、千葉県県土整備部による地方道路交付金委託事業（東庄町旭笹川線歩道整備）に伴う埋蔵文

化財調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、香取郡東庄町平山字堂内673他所在の平山堂内遺跡（遺跡コード 349-007)で

ある。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県県土整備部の委託を受け、財団法人千葉県教育振興財

団が実施した。

4 発掘調査と整理作業の実施期間及び担当者は本文中に記述した。

5 本書の執筆・編集は、上席研究員 土屋潤一郎が行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁教育振興部文化財課、東庄町教育委員会、千葉

県県土整備部の御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1 /25,000地形図「小南」 (NI-54-19-6 -1)・「神栖」 (NI-54-19-5 -2) 

第 2図 東庄町役場作成都市計画図

8 周辺航空写真は、京葉測量株式会社による平成20年 1月撮影 (1/10,000)のものを使用した。

9 本書で使用した挿図の方位は、すべて座標北である。

10 平山堂内遺跡の基本測量は世界測地系仕様による。

11 本文中に使用した住居跡の主軸とは、遺構における南北方向を中心とした軸線を表わす。

12 挿図に使用したスクリーントーン及び記号の内容は、以下の表記による。

SI=住居跡、 SK=土坑、 SD=溝状遺構、 SH=ピット群

カマド袖部分□□
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第 1章はじめに

第 1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

千葉県県土整備部は、香取郡東庄町平山字堂内673他において県道旭笹川線歩道整備を計画し、千葉県教

育委員会に遺跡の有無を照会したところ、当該地先が平山堂内遺跡の一部に含まれることが確認されたた

め、千葉県教育委員会と協議の結果、事業地区内の埋蔵文化財の取扱いについて記録保存の処置を講ずる

こととなり、財団法人千葉県教育振興財団文化財センターが発掘調査を実施する運びとなった。

平山堂内遺跡の調査は平成19年12月 1日から平成20年 2月15日まで、対象面積2,598rrfのうち259面の上層

確認調査と985面の上層本調査を実施し、併せて64面の下層確認調査を行った。なお、下層確認調査の結果、

本調査は不要と判断した。

調査は、次の組織と担当者により実施した。

平成19年12月 1日～平成20年2月15日

北部調査事務所長豊田佳伸、上席研究員鈴木弘幸

また、整理作業は以下の期間及び組織と担当者により実施した。

平成20年 9月 1日～平成20年9月30日、平成20年11月4日～平成20年12月26日

北部調査事務所長 豊田佳伸、上席研究員 土屋潤一郎

2 調査の方法

平山堂内遺跡は県道旭笹川線の東側に沿って東庄町平山字堂内683-1を北端とし同町平山字時塚1119-4

を南端とする全長約550m、面積2,598rrfの南北に狭長な調査区が設定された。調査にあたっては、公共座標

（国土方眼座標第IX座標系）を基準にして、 X=-19,320、Y=73,380を基点とした。この点を北西角にあて、

調査対象地を覆うように、 20mX20mの方眼網を設定し、これを大グリッドとした。大グリッドには、基

点から東に向けてアルファベットでA,..._,Hを、南に向けて算用数字で l,..._,28を振り当て、 2F、16Bのように

呼称する。これにより、調査区北東端はlHグリッドに、最西端は21Aグリッドに、また、最南端は28Cグリッ

ドに位置する。さらに一つの大グリッドを 2m四方の網目に細分し100の小グリッドをつくり、大グリッド

の北西端を00とし、東ヘーの位を送って09まで、南に十の位を送って90までとし、南東端を99とした。こ

の大グリッドと小グリッドを組み合わせて小グリッドの呼称とし、具体的には、 6E-72のように表すことと

した。

調査は、まず上層の確認調査を実施し、その結果に基づいて上層本調査範囲を決定した。そして、上層

本調査が終了した後、下層確認調査を実施したが、本調査を必要とする遺構・遺物は検出されなかった。

上層確認調査には基本的に lmXlOmのトレンチを用いた。 トレンチの配置にあたっては、道路に平行

してトレンチを設け、調査区内への均等な配分を心がけた。

第2節遺跡の立地と周辺遺跡

1 遺跡の立地

東庄町平山堂内遺跡は、下総台地の東端に近く、利根川の河口から20kmほどの距離にある右岸の台地上
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第 1図 遺跡位置及び周辺遺跡 (1/25,000)
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第 2図調査範囲
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に位置する。この台地の北側には、利根川流域に元々広がっていた湿地帯から発展した平野があり、南側

に椿の海と呼ばれる太平洋に面した旧湿地帯が入り込むため、下総台地で最も台地の幅が狭まった部分で

ある。最狭部は2kmほどにしかならない。さらに、台地の浸食が激しく、樹枝状に削られた狭長な台地が

絡み合って複雑な様相を呈している。その台地上には、ほぼ全域といっても過言でないほど多数の遺跡が

存在する。なお、平山堂内遺跡の位置する台地の西側にある南北に延びた谷が、東庄町と香取市の行政境

である。

2 周辺遺跡（第 1図）

平山堂内遺跡①のある台地は南北に長い台地であるが、周辺の台地と比較して幅広な平坦部分を持つ。

その台地の東西幅が最大になる部分が平山堂内遺跡となる。北に隣接して、昭和57年に発掘調査され、奈

良•平安時代の住居跡を検出した平山尾上遺跡②、南側に縄文時代及び古墳時代の遺物が採集される平山

夏見遺跡③、平山大芝遺跡④と続き台地平坦面をすべて覆う。また、西側の谷を隔てた台地上に奈良• 平

安時代の遺跡である馬場遺跡⑳が、同じく南西500mのところに縄文時代中期～晩期の遺跡である国指定史

跡良文貝塚⑮があり、西へ1.5kmの距離に同じく国指定史跡の阿玉台貝塚⑬がある。一方東側へは、三部作

遺跡⑤、戸崎遺跡⑥、窪野谷吹上遺跡⑦と平安時代の遺跡が続き、更に、昭和56年に発掘調査され、弥生

時代後期から古墳時代後期までの集落跡が検出された、高部宮ノ前遺跡⑧が存在する。

東庄は、古代末期から千葉氏の系譜に深く関わる地域であり、そのためか本遺跡の周辺にも多くの城館

跡が存在する。前述の阿玉台貝塚付近に所在する伝平良文館跡⑳をはじめとして、良文の孫にあたる平忠

常の居館地に比定される大友城跡⑫が南東2.5kmほどにあり、平山堂内遺跡から北側には、 1218年東胤頼の

築城とされ、東氏が居領し後に千葉介胤富へと城主交替した森山城跡⑰、森山城と一括的に捉える考察が

加えられている須賀山城跡⑳等が見られる。

参考文献

1982『東庄町史上巻』東庄町
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下層セクション図
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第2章平山堂内遺跡の調査

第 1節発掘調柾の概要

平山堂内遺跡の調査は、道路に沿ったきわめて偏狭な調査区の中に安全対策のためさらに幅の狭い発掘

区を設定することとなった。上層の確認調査においては、全体に26か所のトレンチを配置し調査をすすめ、

遺構の検出された部分を中心に表土を除去し本調査を実施した。上層の遺構検出の後、 16か所の 2mX2

mグリッドで下層の確認調査を行った。上層では古墳時代後期から平安時代にかけての住居跡16軒と、中

世の道路跡等が検出されたが、下層の遺物・遺構は検出されなかった。

第2節遺構と遺物

平山堂内遺跡の調査で検出された遺構は、調査対象区が細長く帯状であったためその一部のみが調査さ

れたものがほとんどである。また、調査区が畑の一部であったことから耕作が遺構まで達している部分も

多く、遺構の一部を欠くものも多い。

1 住居跡

S1-001 (第 7図図版2・12)

SI-001は、今回の調査区でもっとも北に位置する遺構である。平面形は2.5mX2mの長方形であり、深さ

は、遺構確認面から 8cm......,12cmと浅い。方位は、長軸方向でN22°Eを示す。カマドは確認されておらず、

径20cm前後で深さ16cm......,28cmのピットを 6か所検出している。おそらく住居の四隅に配置されたものが柱

穴であろう。出土した遺物は、須恵器の杯 1点である。やや底部が下がる形状であり、 8世紀中葉のもの

である。

S1-002 (第 7図図版2・12)

SI-002は、 SI-001から南西に20mほどの位置にある。住居跡の北西コーナ一部分を検出しただけであり、

全容は不明である。検出範囲は西壁3m、北壁2mであり、主軸方位はほぼ南北方向である。深さは、確

認面から45cm......,50cmと深く、壁溝を伴い径30cm、深さ60cmの柱穴を検出した。出土した遺物は数点で、図

示できたものは少ない。 1は須恵器の蓋で胎土に雲母片が含まれている。 2は石製の紡錘車で、径4.0cm、

高さ2.5cmのものである。

S1-003 (第 8図図版3・12)

SI-003は、 SI-002の1.5m西側に隣接している。主軸方向はN24゚ Eで東に傾く。規模は南北長3.7mで、北

東壁 lm、南西壁2mを検出した。検出部分では壁溝が全周している。東南壁の壁溝内側に接した床面に

深さ 5cmほどの凹みが見られる。柱穴は2本確認され、それぞれ径35cm、深さ30cmであり、柱間は2.2mで

ある。南西壁の中央部付近の床面に径30cm、深さ30cmのはしご穴を検出した。出土遺物 1は土師器の甕で

ある。胴上部に最大径を持ち、頸部は「く」字状に強く屈曲し短めの口縁部となっている。胴部下半に浅

いミガキが施される常総型甕である。

S1-004 (第 8図図版3)

SI-004は、 SI-002やSI-003の南に位置するが、 SI-003とは0.5mほどしか離れていない。遺構の北西角の部

分しか検出されず全容は不明である。検出規模は、北壁1.5m、西壁3mである。主軸方位はN5°Eで、

-12 -
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僅かに東へ傾く。深さは15cmほどであるが、耕作による攪乱が激しい。柱穴等は確認されず、遺物も検出

されていない。

S1-005 (第 9図図版4・12)

SI-005は、調査区北端から南西100mほどの4E-77グリッドに位置する。平面形は東西長3.2m、南北長2.6

mの長方形を示す。主軸方位はN5°Eである。深さは20cm,.....,30cmで、カマドを北壁の東隅に持つ。壁溝は

部分的に見られ、柱穴は検出されなかった。出土遺物は比較的多く、 8世紀後半のものである。 1・2は

土師器杯、 3・4は須恵器杯、 5は大型の土師器甕、 6・7は土師器甑である。 8は砥石で長さ7.9cm、幅

4.6cmである。

S1-006 (第10図図版4・12)

SI-006は調査区中央部のやや北、 9D-53グリッドに位置し、遺構の東半部分が検出された。主軸方位は

N9°Eでやや東に傾き、北壁にカマドを持つ。規模は、主軸長4.3mで、北壁2m、南壁2.8mを検出した。

深さは確認面から30cmほどで、柱穴は、北東と南東の 2本を検出し、深さはそれぞれ45cm、50cmである。

柱間は2.2mで、カマドと正対する南壁側に、深さ45cmのはしご穴があり、壁溝が全周する。床面に炭化材

が多く遺る。出土した遺物は、土師器の杯と甕で、 6世紀中菓のものであり、今回調査中唯一の古墳時代

に属する遺構である。

S1-007 (第11図図版5・12・13)

SI-007は今回の調査においてもっとも南に位置する遺構である。主軸方位はN7゚ Wで、やや西に傾く。主

軸長は南北3.0mで、深さは40cmである。北壁にカマドを持ち、東側に 2本の柱穴を検出した。柱穴の深さ

は25cmほどで、柱間はl.lmである。壁溝は部分的に見られ、はしご穴は検出されなかった。遺物は、土師

器の杯と甕がカマド内及びその周辺から出土している。 1は杯で、内外面が赤彩され体部に「寺」の墨書

が見られる。 5は長胴の常総型甕である。 8世紀中葉の時期に比定される。

S1-008 (第12図図版5)

SI-008は17B-51グリッド中にあり、付近は遺構が集中する。その一群中もっとも北側に位置し、西半部

分が検出された。主軸の方位はN7゚ Eで、長さは南北 3mである。深さは10cm程度と浅く、北壁にカマドの

火床部が遺るのみであった。
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S1-009 (第13図 図版5・6・13・16)

SI-009はSI-008の南西 lmに隣接している。主軸方位はほぼ北を指し、南北長は2.7mである。北壁に煙道

部の長いカマドを持つ。カマドの位置から判断して、平面形は、東西に長い長方形と考えられる。壁溝は

全周せず、 カマド側壁に見られない。出土遺物は、 1が土師器の台付皿である。 2から 9は土師器の杯で、

4は内面に黒色処理を施し、外面に墨書が見られる。 13は鉄鏃で、祭祀用であろう。

S1-010 (第14図 図版6・13・14)

SI-010は、 18Aグリッドから17Bグリッドにかけて集中する遺構群のもっとも南に位置する。主軸方位は

Nl6°Eで東に傾く。南北長は1.9mと非常に小型の住居跡である。深さは20cmで、柱穴．壁溝等は検出され

なかった。北壁にカマドを持つ。遺物はカマド内及びその周辺に集中する。

出土している。

9世紀末頃の土師器杯や甕が
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S1-011 (第15図 図版6・14)

SI-011も18Aグリッドの遺構群の中に位置しているが、遺構の北西の角が検出されたのみである。主軸方

位は、 N25°Wで、西に傾く。土層断面の観察から、カマドを北壁に持ち、小型の住居跡であると推測され

る。深さは30cmほどで、

られる。

9世紀後半の土師器杯や甕が出土している。 1の杯には、体部と底部に墨書が見

S1-012 (第15図 図版7・14)

SI-012も18Aグリッドの遺構群中に位置する。住居跡の東壁付近が検出されたが、周囲に攪乱部分が多く

詳細は不明である。深さは60cmほどあり、遺物は 9世紀中葉の杯が、床面近くから出土している。
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2 黒色土層 褐色土粒少量．灰白色砂若干

3 黒褐色土層 ローム粒多量、ロームプロック若干
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SI-012 

1黒色土層 ローム粒若干

2 黒色土層 ロームプロック若干

3 黒褐色土層 大径ロームプロック含む

第15図 SI -0 1 1・SI -0 1 2 
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S1-013 (第16図図版7)

SI-013はSI-009の南側 3mに位置する。住居南西の角が検出さ

れたのみで、遺物もなく詳細は不明である。掘り込みは50cmと

深い。

S1-014 (第17図図版7・14)

SI-014は18Aグリッドの遺構群の中央にあり、 SI-015と北西角

部で重複する。土層断面から本遺構がより新しいと判断される。

主軸方位はN27°Eであり、南北長は3.2mほどと思われる。深さ

は45cmで部分的に壁溝が確認されたが、柱穴は検出されなかっ

た。遺物は、土師器杯が出土した。 1は墨書され、口縁部を打

ち欠いている。 9世紀後葉のものである。

S1-015 (第17・18図図版7・14・15)

SI-015は、南東角でSI-014と重複し、北西角がSI-016と重複す

る。土層観察からどちらの遺構よりも本遺構が古いと判断され

る。主軸方位はNl1°Eで、北壁にカマドを持つ。南北長は4 mで深さは40cmである。 4本の柱穴とはしご

穴を検出している。壁溝は北壁以外に見られ、床面中央付近が僅かに凹み焼けているのが観察できた。出

ー£. -. -< 

這‘‘

゜
(1/80) 4m 

S1・013 

1暗褐色士層 黒色土粒少量、ローム粒微量

2 黒褐色土層 ローム粒微量．ロームプロック・焼士粒若干

3 黒褐色土層 黒色土粒多量、ローム粒微量

4 黒色土層 ローム粒微景

第16図 SI-0 1 3 

土遺物は、 9世紀後葉の土師器の杯や甕、須恵器の甑があるが、墨書杯の数が非常に多いのが特徴である。

S1-016 (第19図 図版7・15)

SI-016はSI-015と重複する南東角部分か検出されたのみで、遺構の全容は不明である。主軸方位はN2°

Eで、ほぼ北を向く。柱穴は 1本検出されたが、壁溝は認められなかった。遺物は土師器杯と甕、須恵器甕

が出土している。 9世紀末葉のものである。

2 土坑（第20・21図 図 版8)

今回の調査では7基の土坑を検出した。そのうちSK-003-----006は6E・7Eグリッドに集中している。SK-003

とSK-006は特異な形状と焼土を混入する覆土のようすから、土坑墓と判断できる。 SK-006からは、土師質

の内耳鍋と銭貨の小破片が出土している。 SK-005は方形竪穴状遺構である。 SK-004とSK-007は地下式坑で

ある。 SK-007には西壁中段から外部に向けて開けられた煙突状の穴が存在する。

3 溝状遺構（第22-----24図図版9-----11・15)

今回の調査区内には7条の溝状遺構が存在する。そのうちSD-001とSD-005は明確な硬化面を持つ道路遺

構である。 SD-001は道路面から土師質の内耳鍋片や小破片ではあるが常滑産の甕、古瀬戸の花瓶等が出土

している。また、シジミの貝殻が底面から道路面まで出土しており、土器片とともに撒かれたものと考え

られる。いくつかの破砕礫も出土しているが、五輪塔などの破片である可能性もある。 SD-003からは常滑

産の捏ね鉢片が出土しており、 SD-006からはロクロ甕や須恵器の小破片が出土している。

4 その他の遺構・遺物（第24図図版11・16)

SH-001は、調査区北端部近くにある直径30cm前後のピット群である。建物としての配列は見られないが、

柵様の遺構となる可能性もある。

その他の遺物としては、 トレンチ出土の寛永通宝 1点があげられる。
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SI-014 

l黒褐色土層 ローム粒少量

2 黒褐色士層 ローム粒・プロック少量

3黒褐色土層 ローム粒多量

4黒褐色土恩 ローム粒少量.SI-015柱穴覆土

5褐色土層 ローム粒多量、 SI-015柱穴覆土
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l黒色土層 ローム粒微量

2 黒褐色土層 黒色土粒多量、ローム粒少員

3 黒褐色土層 ローム粒微量

4 黒褐色土層 ローム粒少量、焼土粒若干

5 黒褐色土層 ローム粒微量

6 黒褐色土層 ローム粒微量、灰白色砂微鼠、焼土粒若干

7 暗褐色土層 褐色土粒多塁｀ローム粒少最

8 黒褐色土層 黒色土粒多量、ローム粒少量

9 黒色士恩 灰白色砂多墨｀ローム粒若干

10黒褐色土層 褐色土粒•灰白色砂少量、焼土プロック微量

11黒色土層 ローム粒若干
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1黒褐色土層 ローム粒少屋、焼土粒微量

2 黒褐色土層 黒色土粒多鼠、ローム粒少鼠
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1黒褐色土層 黒色土粒少景．ローム粒微量

2 黒褐色土層 ローム粒多量

3 褐色土層 ローム粒多量．黒色土粒少量

4 褐色土層 オーム粒多獄焼土粒・ 炭化物含む
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SK-002 

1黒色土層 褐色土粒微量

2黒色土層 褐色土粒微量、ローム粒若干

3 黒色土層 褐色土粒微量

4 明褐色土層 ローム粒多量

5 黒色土層 褐色土粒微量

6 黒褐色土層 褐色土粒少量

7 黒褐色土層 褐色土粒やや多量
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SK-004 

l黒褐色土層 Dーム粒微量、新しい掘り込み

2 黒褐色士層 褐色土粒多景、新しい掘り込み

3 暗褐色土層 Dーム粒・焼土粒微量

4 暗褐色土層 ロームプロック含む

t
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5灰白色土層 灰白色砂主体層

6 明褐色土層 ローム粒・プロック主体、炭化物含む

7 褐色土層 ローム粒・プロック多量

8 褐色土層 7層同様だがしまり弱

9 褐色土層 ローム粒多量

10明褐色土層 大径ロームプロック主体層

11明褐色土層 ローム粒• プロック主体層

12黒色土層 褐色土粒若千

13黒褐色土層 ロームプロック少量

14黒褐色土層 ローム粒多麗
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SK-005 

l黒色土層 ローム粒若干

2 黒褐色土層 ローム粒• プロック多量

3黒褐色土屈 ローム粒•大径プロック多量

4 黒褐色土層 小ロームプロック多量

5 黒褐色土層 小ロームプロックやや多量

6 黒褐色土層 黒色土粒多量、ローム粒やや多景

7 褐色士層 ローム粒・プロック主体、黒色土粒若干

第20図 SK -0 0 1 ,.._,SK -0 0 5 
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l暗褐色土層 ローム粒• プロック多堡、褐色土粒多量、焼土粒微量

2 黒褐色土層 ローム粒・プロック少鼠、焼土粒•炭化粒微爵

3 黒褐色土層 ローム粒やや多景．焼土粒・炭化粒微景

4 暗赤褐色土層 焼土粒主（本、黒色土粒含む

5 黒褐色土層 ローム粒・ プロック少原

6 暗赤褐色土層 焼土粒多量、黒褐色土粒多量

7 黒褐色土層 ロームプロック・焼土粒微量

• `
 

V
"
d
S
 

廿5B-38 . 

裂
C/) 

．
 

V
"
d
S
 SK-007 

1黒褐色土層 褐色土粒少凩、ローム粒微欣

2 焦褐色土層 ローム粒微量

3 黒色土層 ローム粒少駄

4 褐色土層 ロームプロック多蜃

5 黒褐色土湿 ローム粒少量

6 黒褐色土層 ロームプロック含む

7 黒褐色土層 ローム粒少量
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8 黒褐色土層 褐色土粒多凪

9 褐色土II'! ローム粒主体層

10黒褐色土屑 ローム粒少凪

11明褐色土II'! ロームプロック主体恩

12黒褐色土層 ローム粒少鼠

13褐色土層 ローム粒・プロック多量

14黒色土層
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第21図 SK-0 0 6・SK -0 0 7 
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I暗褐色土層 黒色土粒少景、ローム粒微蜃

2 黒褐色土層 黒色土粒多量．ローム粒少量

3 黒褐色土層 黒色土粒多蜃．ローム粒微蜃

4 褐色土層 ローム粒少量、黒色土粒微量

5 褐色土層 ローム粒多爵

6 褐色土層 ローム粒多量、ロームプロック若干

7 明褐色土層 ローム粒・プロック主体層
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1黒色土層 ローム粒微量

2 黒褐色土層 ローム粒やや多量

3 暗褐色土層 ローム粒少量
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2 黒褐色土層 Dームプロック少量

3 褐色土層 ローム粒若干

4 暗褐色土層 ローム粒• プロック多量

5 暗褐色土層 ローム粒多鼠

6 暗褐色土層 ロームプロック少塁
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SD-004 

l暗褐色土層 ローム粒やや多量

2 黒褐色士層 ローム粒少景

3 暗褐色土層 ロームプロック若干

4 黒褐色土層 ローム粒微量

5 暗褐色土層 ロームプロック多塁

•. 砂‘ぶ

SP.A SP.A' 
•51.3m 

4. 

SD-005 

1黒褐色士層 5黒褐色土層

2黒褐色土層 6黒褐色土1il1

3黒褐色土層 7黒褐色土屈
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4 黒褐色土層 8黒褐色士層

5黒褐色土層 9黒色土層

6黒褐色土層 10黒褐色士層

第23図 SD-0 0 2 -SD-0 0 5 
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SD-006 SD-007 

l黒褐色土層 ローム粒微量 I暗褐色土層 ローム粒微量

2黒褐色土層 ローム粒少量 2黒褐色土層 ローム粒微量

3黒褐色土層 ローム粒・プロック少量 3黒褐色士層 ローム粒少量
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その他の遺物

第24図 SD-0 0 6・SD-0 0 7・ その他の遺物
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第3章まとめ

古墳時代

今回調査した平山堂内遺跡の古墳時代遺構は、 9D-53グリッドに位置するSI-006のみである。出土遺物は

古墳時代後期の土師器である。

奈良•平安時代

今回の調査では、奈良時代と平安時代の遺構分布が明確に分かれた。奈良時代の一群は、調査区北端部

近くに集中し、中央部にはこの時代の遺構はなく、南端部にSI-007が存在する。特に、 SI-007からは、「寺」

と墨書された 8世紀中葉の赤彩杯が出土しているのが注目される。

平安時代の遺構は調査区中央部に集中し、他の部分には見られない。

中世

中世で注目されるのは、 8Dグリッドに位置するSD-001とその北側に存在する土坑群である。これらの遺

構の確認面は、周囲の遺構のそれより 50cm-70cm低い。これは、 SD-001の土層断面でも確認でき、このあ

たりの土地を掘削・整形した可能性が高い。この地域の伝承では古来から四つの寺があったとされ、最後

の寺は近世まで存在したとされているが、今回の調査で検出された整形区画もこれらの寺と密接に関わっ

ていた可能性が考えられる。また、 SD-001の遺物では、土師質の在地産内耳鍋と、古瀬戸の花瓶、常滑産

の甕が見られる。花瓶は、 15世紀の所産と思われ、この時期の器の主流が常滑産のものから瀬戸・美濃産

のものへのと移り変わる様相を呈していくことと合致している。 SD-001の土層から、この台地整形区画に

伴って作られた道路であると考えられるため、 15世紀に営まれた整形区画であると判断でき、その区画内

に土坑群が存在するのである。

以上、各時代の遺構を検証すると、平山堂内遺跡の寺域としての性格が見えてくる。おそらく初現は、

8世紀中葉のSI-007に「寺」の墨書が見られることにあり、当時この地域に仏教と関わる要素があったこと

がうかがえる。その後、 SI-015の多数の墨書土器が示すように、その特質は平安時代に受け継がれ、中世に

は調区中央部の整形区画や土坑群に見られるように、寺域としての性格が強く表れるのであろう。

平山堂内遺跡は、今後の房総地域における寺院研究において貴重な資料となろう。

参考資料

・1892『東庄町史上巻』東庄町

・2004『房総考古学ライブラリー 8 歴史時代 (2)』（財）千葉県文化財センター

・1997『瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要第 5輯』瀬戸市埋蔵文化財センター
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第1表土器類観察表 （ ）現存長・推定長，

No. 遺構No. 種類 器種 法量(cm) 遺存度 胎土 色調（色処理）・焼成 器面調整技法など 備考

ロ径 115.5) 内面 灰白!10Y8/ll 内面 ロクロ目
1 SI-001 須恵器 坪 底径 8.7 25% 雲母粒 外面 同上 外面

器尚 4.1 焼成 良好 底外面
ロ径 (15 2) 内面 にぶい赤褐(5YR5/3) 内面 ロクロ目

2 SI-002 須恵器 蓋 底径 80% 雲母粒 外面 同上 外面
器尚 f2.6) 焼成 良好 底外面
ロ径 (23.3) 内面 にぶい橙(7.5YR7/3l 内面

3 SI-003 土師器 甕 底径 20% 砂粒 外面 にぶい褐(7.5YR5/3} 外面 ミガキ
器尚 (23.7) 焼成 良好 底外面—
ロ径 (12.7) 内面 にぶい橙(5YR6/4) 内面 ミガキ

1 SI-005 土師器 杯 底径 丸底 30% 砂粒 外面 にぶい黄橙(10YR7/3l 外面 ケズ1J
器高 4.2 焼成 兵妍 底外面—
ロ径 '14.2) 内面 にぶい褐(7.5YR5/4) 内面

2 SI-005 土師器 杯 底径 (9.41 10% 砂粒 外面 同上 外面
器高 3.5 焼成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 '13.0l 内面 青灰(2.5Y5/ll 内面

3 SI-005 須恵器 杯 底径 8.5 10% 雲母粒 外面 同上 外面 下端ケズリ
器晶 4.3 焼成 兵妍 底外面 ケズリ
ロ径 '14.6} 内面 灰白(5YR7/l¥ 内面

4 SI-005 須恵器 杯 底径 (8.9) 15% 雲母粒 外面 同上 外面 下端回転ケズリ
器渦 (4.21 焼成 良好 底外面 回転ケ人リ

ロ径 (23.0l ロ縁部胴部中 内面 内面 ヘラナテ
5 SI-005 土師器 甕 底径 砂粒 外面 外面 ケズリ

器渦 (20.6} 位30% 焼成 良好 底外面—
ロ径 (31.0l 内面 にぶい橙(75YR6/4l 内面

6 SI-005 土師器 甑 底径 ロ縁部20% 砂粒 外面 同上 外面 ケズリ
器高 (6.7) 焼成 良好 底外面—
ロ径 内面 にぶい黄橙(10YR6/4l 内面

7 SI-005 土師器 甑 底径 (11.4) 下半20% 砂粒 外面 同上 外面 ケズリ
器高 15.2 焼成 良好 底外面
ロ径 12.6 内面 (5YR6/6l 内面 ミガキ

1 SI-006 士師器 杯 底径 丸底 95% 砂粒多量 外面 にぶい橙{7.5YR6/4l 外面 ケズリ
器贔 4.7 焼成 良好 底外面—
ロ径 15.5 内面 明赤褐(2.5YR5/6l 内面 ヘラナプ

2 SI-006 士師器 甕 底径 6.8 90% 砂粒多量 外面 同上 外面 ケズリ 二次的焼成
器蘭 13.4 焼成 良好 底外面
ロ径 13.4 内面 にぶい褐(7.5YR6/3l 内面 田いヘフナデ

3 SI-006 土師器 甕 底径 7.7 90% 砂粒 外i 暗褐 外面 ケズリ 二次的焼成
器励 17.6 焼I 良好 底外面 ケズリ
ロ径 21.2 内 I にぶい橙(5YR6/4) 内面 ナデ

4 SI-006 土師器 甕 底径 95 95% 砂粒 外 i 同上 外面 ケズリ ロ縁部スス付着
器晶 31.4 尭成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 12.7 勺面 赤彩・橙(2.5YR6/6) 内面 体部外面に墨書

1 SI-007 土師器 坪 底径 89 95% 砂粒 外面 同上 外面 下端ケズリ
器晶 3.7 焼成 良好 底外面 ケズリ 「寺」

ロ径 '12.0l 内面 明赤褐{5YR5/6) 内面
2 SI-007 土師器 坪 底径 (7.41 25% 砂粒 外面 同上 外面 下端ケズリ

器渦 3.8 焼成 目好 底外面 ケズリ
ロ径 13.6 黒色スコリア 内面 にぶい橙(5YR7/4) 内面

3 SI-007 士師器 甕 底径 7.5 60% 
少量

外面 同上 外面 ケズリ
器高 17.0 焼成 良好 底外面
ロ径 (21.8) ロ縁部～胴部 内面 橙(7.5YR6/6l 内面

4 SI-007 土師器 甕 底径 砂粒 外面 同上 外面 ミガキ 一次的焼成

器価 (21.5) 70% 焼成 良好 底外面
ロ径 (21.5) 内面 にぶい黄橙(10YR6/4) 内面

5 SI-007 土師器 甕 底径 7.0 50% 雲母粒 外面 同上 外面 ミガキ
器函 (34 3) 焼成 良好 底外面—
ロ径 20 5 内面 明赤褐(25YR5/6) 内面

6 SI-007 土師器 甕 底径 ロ縁部50% 砂粒 外面 同上 外面 ケズリ
器高 5.2 焼成 目好 底外面—

両台付 ロ径 142 内面 にぶい橙(7.5YR7/4) 内面
1 SI-009 土師器 底径 7.7 95% 砂粒 外面 同上 外面

皿 器高 3.3 焼成 良好 底外面
ロ径 (12.2) 内面 にぶい橙(7.5YR7/4l 内面

2 SI-009 士師器 坪 底径 6.6 40% 砂粒 外面 同上 外面
器尚 3.7 焼成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 (17,7) 内面 にぶい褐{7.5YR6/3l 内面

3 SI-009 士師器 杯 底径 3.7 30% 砂粒 外面 にぶい橙{7.5YR7/4) 外面 下端ケズリ
器尚 4.0 焼成 良好 底外面
ロ径 (15.6) 内面 黒色処理(10YR2/ll 内面 ミガキ

4 SI-009 土師器 杯 底径 体部30% 雲母粒 外面 にぶい黄橙(10YR6/4) 外面 外面墨書
器尚 (4 ll 焼成 良好 底外面—
ロ径 内面 黒色処理(10YR2/1) 内面

5 SI-009 土師器 杯 底径 (63) 15% 砂粒 外面 にぶい黄橙{10YR6/3) 外面 下端ケズリ
器高 (2 8) 焼成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 内面 にぶい黄橙(10YR7/4) 内面 浅いミガキ

6 SI-009 土師器 杯 底径 6.2 30% 砂粒 外面 同上 外面
器高 (2.9) 焼成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 内面 橙(5YR6/6) 内面 ヘラナァ弱いケズリ

7 SI-009 土師器 杯 底径 6.3 30% 砂粒 外面 にぶい橙(5YR6/4) 外面 ケズリ 一次的焼成
器高 (2.4) 焼成 用がF 底外面—
ロ径 内面 にぶい橙(5YR7/4) 内面

8 SI-009 土師器 杯 底径 8.2 底部80% 砂粒 外面 同上 外面 下端ケズリ
器高 (1.5) 焼成 自奸 底外面 ケズリ
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No. 遺構No. 種類 器種 法量(cm) 遺存度 胎土 色調（色処理）・焼成 器面調整技法など 備考
ロ径

赤褐色スコリ
内面 にぶい黄橙nOYR7/3) 内面

可内面能黒性色処理の9 SI-009 土師器 杯 底径 7.3 底部100% 外面 同上 外面
器高 !1.3) ア

焼成 良好 底外面 ヘフ切り後ケズリ
ロ径 (38.7) 内面 褐灰(10YR6/ll 内面

10 SI-009 須恵器 甕 底径 ロ縁部10% 雲母粒 外面 同上 外面
器贔 (6.1) 焼成 良好 底外面—
ロ径 (26.5) 内面 にぶい橙(7.5YR7/4l 内面 ヘフナデ

11 SI-009 士師器 甕 底径 ロ縁部10% 砂粒 外面 同上 外面 ケズリ
器高 (6.7) 焼成 良好 底外面—
ロ径 11.9 内面 にぶい橙(5YR6/4) 内面

1 SI-010 土師器 坪 底径 5.4 100% 砂粒 外面 同上 外面 一次的焼成
器高 41 焼成 底外面 回転糸切り
ロ径 12.0 内面 にぶい橙(75YR6/4) 内面

2 SI-010 土師器 坪 底径 6.5 70% 砂粒 外面 同上 外面 外面に墨痕
器高 37 焼成 底外面 回転糸切り
ロ径 (12.5) 

赤ア褐少色量スコリ
内面 にぶい橙(7.5YR7/4) 内面

3 SI-010 土師器 坪 底径 6.3 70% 外面 同上 外面 外面に墨書
器高 40 焼成 良好 底外面 回転糸切り
ロ径 (12.8) 内面 にぶい橙(5YR7/4) 内面 ナブ

4 SI-010 士師器 坪 底径 (6.0) 30% 砂粒 外面 同上 外面 ミガキ
器高 4.2 焼成 良好 底外面 回転糸切り
ロ径 12.2 内面 浅い黄橙(10YR8/4) 内面

5 SI-010 土師器 坪 底径 60% 砂粒 外面 同上 外面
器高 (3.5) 焼成 良好 底外面—
ロ径 (13.91 内面 にぶい橙(7.5YR6/4) 内面 ミガキ

可内面能黒性色処理の6 SI-010 土師器 坪 底径 (6.8) 40% 砂粒 外面 同上 外面
器高 3.7 焼成 良好 底外面
ロ径

胴部下半詔瑯
内面 鈍い黄橙(10YR7/4l 内面

7 SI-010 士師器 甕 底径 10.1 砂粒 外面 鈍い黄橙(10YR6/4) 外面 ケズリ
器高 m.sl 

60% 
焼成 良好 底外面

ロ径
胴部下半昭瑯

内面 鈍い赤褐(5YR5/4) 内面 ナテ
面次に焦的げ焼付成き、痕内8 SI-010 士師器 甕 底径 5.6 砂粒 外面 同上 外面 ケズリ

器高 (9.3) 100% 
焼成 底外面

ロ径 (12.41 内面 浅い黄橙(10YR8/3l 内面
外部面に体墨部書及び底1 SI-Oll 土師器 坪 底径 6.2 30% 砂粒 外面 同上 外面

器高 3.6 焼成 良好 底外面
ロ径 (12.5) 

赤ア褐粒色スコリ
内面 浅い黄橙(7.5YR8/3l 内面

2 S1-0ll 土師器 坪 底径 (6.9) 25% 外面 浅い黄橙(7.5YR8/4) 外面 下端ケズリ
器両 3.6 焼成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 (12.7) 

赤ア褐粒色スコリ
内面 橙(7.5YR7/6) 内面

3 SI-011 土師器 坪 底径 (6.3) 20% 外面 同上 外面 下端ケズリ
器高 3.5 焼成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 (20.8} 内面 にぶい橙(7.5YR6/4l 内面 ナプ

4 SI-011 土師器 甕 底径 ロ縁部10% 砂粒 外面 同上 外面
器高 (6 5) 焼成 良好 底外面—
ロ径

赤ア褐粒色スコリ
内面 にぶい橙(7.5YR6/4) 内面

1 SI-012 土師器 坪 底径 (6 5) 底部25% 外面 同上 外面 下端ケズリ
器高 fl 5) 焼成 F叫 底外面 回転糸切り後周縁郎ケズリ
ロ径 12.2 

黒ア褐粒色スコリ
内面 橙!7.5YR7/6l 内面

1 SI-014 土師器 坪 底径 5.7 85% 外面 浅い黄橙(lOYRS/4) 外面 下端ケズリ 体部外面に墨書
器高 3.8 焼成 艮好 底外面 回転糸切り後周縁部ケズリ
ロ径 112.2) 内面 にぶい橙{7.5YR7/4) 内面

2 SI-014 士師器 杯 底径 (7.1) 90% 砂粒 外面 同上 外面 下端ケズリ
器高 4.1 焼成 良好 底外面 回転糸切り後周縁部ケズリ

ロ径 11.9 内面 にぶい橙(7.5YR7/4) 内面
1 SI-015 士師器 杯 底径 5.9 100% 砂粒 外面 同上 外面 下端ケズリ 体部外面に墨書

器高 3.7 焼成 良好 底外面 回転糸切り後周縁部ケズリ
ロ径 11.9 内面 浅い黄橙(7.5YR8/4) 内面

2 SI-015 土師器 杯 底径 5.7 80% 雲母粒 外面 同上 外面 下端ケズリ 体部外面に墨書
器尚 4.3 焼成 良好 底外面 回転糸切り後周縁部ケズリ
ロ径 11.3 内面 にぶい橙(5YR6/4)

戸底霜外面
3 SI-015 土師器 杯 底径 6.0 70% 砂粒 外面 同J:: 下端ケズリ

器蘭 4.1 焼成 良好 回転糸切り後周縁部ケズリ
ロ径 11.9 内面 にぶい黄橙(10YR7/3l

4 SI-015 土師器 杯 底径 6.9 70% 砂粒 外面 同上 外面
器高 38 如威 目好 底外面 糸切り後ケズリ
ロ径 /11.5) 

砂コ粒リ赤ア褐粒色ス
内面 にぶい橙/7.5YR7/4) 内面

5 SI-015 土師器 杯 底径 5.2 35% 外面 同上 外面 下端ケズリ
器高 3.7 焼成 目好 底外面 回転糸切り後周縁部ケズリ
ロ径 (12.2) 内面 にぶい橙(7.5YR7/4) 内面

6 SI-015 士師器 杯 底径 6.5 40% 砂粒 外面 同上 外面 下端ケズリ 体部外面に墨書
器高 4.1 焼成 良好 底外面 ケズリ
ロ径 11.4 内面 橙(5YR6/6)

7 SI-015 土師器 杯 底径 6.2 70% 砂粒 外面 同上 下端ケズリ
器高 4.3 焼成 良好 回転糸切り後周縁部ケズリ
ロ径 (12.2) 内面 橙(5YR7/6)

8 SI-015 土師器 杯 底径 6.2 65% 砂粒 外面 同上 下端ケズリ 二次的焼成
器尚 3.7 焼成 良好 回転糸切り後周縁部ケズリ
ロ径 (15.5) 

砂コ粒リ坑ア環粒娩ス
内面 橙(5YR6/6) ミガキ， SI-015 土師器 杯 底径 7.3 50% 外面 橙(5YR7/6) 下端ケズリ 二次的焼成

器尚 4.3 焼成 回転糸切り後ケズリ
ロ径 {12.5) 

砂コ粒リ坑ア捐粒色ス
内面 にぶい橙(5YR7/4)

（自外然面釉）体部底部10 SI-015 土師器 杯 底径 5.6 70% 外面 にぶい橙(7.5YR7/4) 外面 下端ケズリ
器向 4.4 焼成 良好 底外面 回転糸切り後ケズリ
ロ径 12.6 内面 にぶい黄橙(10YR7/3) 内面

11 SI-015 土師器 杯 底径 5.8 40% 砂粒 外面 にぶい橙(7.5YR7/3l 外面
器蘭 3.7 焼成 良好 底外面 回転糸切り
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No. 遺構No. 種類 器種 法量(cm) 遺存度 胎土 色調（色処理）・焼成 器面調整技法など 備考

ロ径 112.8) 内面 赤彩・灰褐(5YR5/2l 内面
12 SI-015 土師器 甕 底径— 45% 砂粒 外面 赤彩・赤褐(5YR4/6) 外面

器高 2.9l 焼成 自好 底外面—
ロ径 /17.9) 

ロ縁部～胴部
内面 にぶい褐/7.5YR6/3) 内面

13 SI-015 土師器 甕 底径— 砂粒 外面 同上 外面
器高 11.0l 

10% 
t'il'av 良好 底外面—

ロ径 21.9) 内面 にぶい橙(75YR6/4l

昌内面

ナプ
14 SI-015 土師器 甕 底径— ロ縁部20% 砂粒 外面 にぶい橙(7.5YR7/4) ナプ

器高 8.3) 焼成 良好
ロ径 28.2) 内面 にぶい橙(5YR6/4l タタキ目

15 SI-015 須恵器 甑 底径— ロ縁部20% 雲母粒 外面 にぶい褐(7.5YR6/3l 外面 タタキ目
器向 (10.3) 焼成 良好 底外面—
ロ径 内面 にぶい橙{7.5YR7/6) 内面

16 SI-015 土師器 坪 底径 外面 同上 外面 外面墨書
器向 焼成 底外面
ロ径 内面 にぶい橙(7.5YR7/6l 内面

17 SI-015 土師器 坪 底径 外面 同上 外面 外面墨書
器高 焼成 底外面
ロ径 内面 にぶい橙(7.5YR7/6) 内面

18 SI-015 土師器 坪 底径 外面 同上 外面 外面墨書
器高 焼成 底外面
ロ径 内面 にぶい橙(7.5YR7/6) 内面

19 SI-015 土師器 坪 底径 外面 同上 外面 外面墨書
器高 焼成 底外面
ロ径 内面 にぶい橙(7.5YR7/6) 内面

20 SI-015 土師器 坪 底径 外面 同上 外面 外面墨書
器高 焼成 底外面
ロ径 内面 にぶい橙(7.5YR7/4)

罪面悶面内躍鵡面

21 SI-015 土師器 坪 底径 外面 同上 外面墨書
器高 九成
ロ径— P面 にぶい黄橙(10YR7/4l

22 SI-015 土師器 坪 底径 63 底部100% 夕面 同上 下端ケズリ 外面墨書
器高 (2.3) 九成 良好 ケズリ
ロ径 (11.9) P面 にぶい黄橙(10YR7/3l

1 SI-016 土師器 坪 底径 (6.0l 30% 砂粒 夕面 同上 外面
器高 3.7 栢計成 良好 底外面 回転糸切り
ロ径—

砂コリ赤ア褐粒色ス
P面 浅い黄橙(7.5YR8/6) 内面

2 SI-016 土師器 坪 底径 5.7 20% 外面 同上 外面
器高 n.n 悼栽 良好 底外面 回転糸切り
ロ径 (27.5) 内面 灰黄(2.5YR7/2) 内面 丁寧なナデ

3 SI-016 須恵器 甕 底径— ロ縁部10% 砂粒 外面 同上 外面 ケズリ後所々ミガキ
器高 (9.0l 焼成 用好 底外面—
ロ径 (22.6) 内面 灰(5Y6/ll

百直底底霜外外面面

4 SI-016 須恵器 甕 底径— ロ縁部10% 砂粒 外面 同上
器高 (7.2) 焼成 用がF

ロ径 /15.7) 内面 にぶい赤褐(5YR5/3l
5 SI-016 土師器 甕 底径＿ ロ縁部20% 砂粒 外面 同上 ケズリ

器高 1(5.7) 焼成 自奸

ロ径— 内面 明赤褐(2.5YR5/6)
6 SI-016 土師器 甕 底径 9.0 底部90% 砂粒 外面 橙(5YR6/6) 外面 ケズリ 一次的焼成

器高 117.0l 焼成 良好 底外面
ロ径 内面 にぶい橙/7.5YR6/4) 内面

1 SI-004 土師質 内耳鍋 底径 外面 同上 外面 在地産
器高 焼成 底外面
ロ径 内面 にぶい褐(7.5YR5/4) 内面

2 SD-001 土師質 内耳鍋 底径 外面 にぶい黄褐(10YR5/3) 外面 在地産

器高 焼成 底外面
ロ径 内面 明赤褐(5YR5/6l 内面

3 SD-001 土師質 内耳鍋 底径 外面 同上 外面 在地産
器尚 焼成 底外面
ロ径 内面 橙(5YR6/6) 内面

4 SD-001 土師質 内耳鍋 底径 外面 黒褐(5YR6/6) 外面 在地産
器函 焼成 底外面
ロ径 内面 にぶい赤褐(5YR5/4) 内面

5 SD-001 土師質 内耳鍋 底径 外面 黒褐(5YR2/ll 外面 在地産
器高 牧手li1i 底外面
ロ径 内面 灰白(5YR8/2) 内面

6 SD-001 陶器 花瓶 底径 外面 同上 外面 古瀬戸
器高 婢而 目 1J.I. 底外面

-31 -



写 真図版



図版 1

遺跡周辺航空写真（約1/10,000)



図版 2

下層グ リッド土層 遺構確認状況
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ふりがな とうのしょうまちひらやまどうないいせき

寧Eヨ 名 東庄町平山堂内遺跡

副書名 地方道路交付金委託（旭笹川線）埋蔵文化財調査報告書

巻 次 1 

シリーズ名 千葉県教育振興財団調査報告

シリーズ番号 第619集

編著者名 土屋潤一郎

編集機関 財団法人 千葉県教育振興財団 文化財センター TEL043(424) 4848 

所在地 〒284-0003 千葉県四街道市鹿渡809番地の 2

発行年月日

ふりがな ふ り が な コード
北緯 東経

所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号
調査期間 調査面積 調査原因

香か取とり郡ぐん東とうの庄しょうま町ちひ平らや山ま
35度 140度 地方道路交付金

贔ひ平らや山ま堂どうな内い遺い 49分 38分 20071201- 委託（歩道整備）
あ字ざ堂どうな内い673ほか

12349 007 
05秒 57秒 20080215 

2,598rrf 
（東庄）に伴う

埋蔵文化財調査
世界測地系

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平山堂内遺 集落跡 古墳時代 住居跡 土師器

跡

奈良• 平安時代 住居跡・ピット群 土師器・須恵器

中・近世 溝状遺構・方形竪穴 陶磁器•石製品

状遺構・地下式坑．

土坑・ 土坑墓

今回の調査においては、平山堂内遺跡の寺域としての性格が、明確にされた。かねてより、この

要 約
地域においては、墨書土器が散見でき注目されていたが、 8世紀中葉の住居跡から出土した「寺」

と書かれた墨書土器は、この地域が極めて早い時期から仏教と関わったことを示し、平安時代を

経て中世には信仰の地としての性格を強く表していたと考えられる調査結果となった。
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